第６回議会基本条例検討特別委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成25年7月17日(水)　午前10時00分～午前11時04分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　　丹羽茂雄　　副委員長　水野とみ子
委　員　　青山直道　　川合保生　さとうゆみ
　じんの和子　すえ規代　原田秀俊
議　長　　正木祥豊　　副議長　　加藤武

	
	事務局
	事務局長　同補佐　書記


１　あいさつ
（1）議長
（2）委員長
２　議題
（1）議会基本条例制定のための研究
（委員長）・　各委員に基本条例の前文案を提出してもらった。条例制定に向けて、今後ど
　　　　　 のように議論を進めていくべきか検討したい。
（委　員）・　今回前文を作ってみて、改めて議会として何がしたいのかを決める必要があ
　　　　　 ると感じた。他市議会の基本条例に規定されている様々な項目について、９、
12、３月議会で試行してみることで、その内容の吟味ができると思う。
　　　　 ・　基本条例で規定する具体的な項目によって、前文も修正が必要になってくる
　　　　　 のではないか。
　　　　 ・　他の市議会の基本条例を見ても比較的内容は似ているが「地方自治」「日本
　　　　　 国憲法の規定」といった文言は入れなくてはいけない。
　　　　 ・　前文には、条例制定をするにあたっての「経緯」「目的」「制定者の意志」「決
　　　　　 意」などを規定しなくてはいけないが、それを考える時、議会が「何をしたい
　　　　　 のか」が分からないと書きようがない。具体的には「情報公開」「住民参加」
　　　　　「透明性」などがあると思われるが、前文に規定する項目について、議員全体
　　　　　 での共通認識がなくてはいけない。
（副委員長）・　当市議会は、既に様々な議会改革をしており、それらの議会改革を1つの形
　　　　　 にまとめたものが基本条例。議会の実績が市民にどの程度理解されているかを
　　　　　 知るために市民アンケートを実施し、現状を知ることが必要。そのため、前文
　　　　　 にも「市民にもっとよく見え、わかりやすく、市民が参画できる議会」という
　　　　　 文言を入れてみた。
（委員長）・　条例に規定する項目について、まず前文を作り、次に他市議会の基本条例を
参考にしながら全体の項目を決めていくか、項目を決めてから前文を考えるか、
いずれの手順で進めていくべきか。
（委　員）・　個人の意見ばかり言っていては議論が進まない。まず前文を固めていくこと
　　　　　 が大切。
　　　　 ・　条例全体の構成がないと、前文の内容は考えられない。
・　現時点で前文の内容を固め、その後に条文で様々な項目を規定していくと、
前文の内容も変更せざるを得なくなる。まず規定する項目をまとめた上で、今
回提出した前文を改めて見直すというのはどうか。
（副委員長）・　基本条例にどのような項目を規定するか、委員で出し合うのはどうか。
（委員長）・　他市町の基本条例で規定されている項目（議員の政治倫理等）について、一
　　　　　 覧表を提示した上で１項目ずつ当市議会の基本条例に規定するべきかを検討
　　　　　 していくか、市議会として基本条例に規定すべき内容を各自出し合うか。いず
　　　　　 れの決め方がよいか。
（委　員）・　まずは基本条例の骨子を固めていく必要がある。反問権などの具体的な項目
　　　　　 については、議会運営委員会でも議会改革を進めているところであり、すりあ
　　　　　 わせが必要ではないか。
　　　　 ・　まずは基本条例の案を作成し、その後に議会運営委員会とすりあわせていけ
　　　　　 ばよい。そうなると、具体的に基本条例で規定したい項目を各自出し合う必要　　　　　
　　　　　 がある。
（委員長）・　前文は現状のまま一旦保留とし、次回は各自で具体的に条例に規定したい項
　　　　　 目を出し合うことでよいか。
（委　員）・　基本条例は全会一致で制定したい。無会派は８人だが意見集約可能か。無
　　　　　 会派で意見集約が難しいようであれば、全員協議会で意見集約する方法もある。
（委員長）・　会派・無会派ともそれぞれで意見集約をしてもらいたい。
（委員長）・　市民意識調査について、市民の議会に対する関心はあまり高くないだろうと
　　　　　 いう前提で議論を進めていくのか、どこかのタイミングで市民アンケートを実
　　　　　 施するか、いずれがよいか。
（委　員）・　基本条例の骨子が固まってきた段階で、パブリックコメントの実施が必要。
　　　　　 議会だよりでも経過を掲載していくことになったので、市民アンケートも実施
　　　　　 していくべき。
（委員長）・　どの段階でやるべきか。
（委　員）・　今の段階では無理。ある程度基本条例の骨子が固まった段階で実施すべき。
（副委員長）・　市民アンケートを実施し、その結果に危機感を抱いて基本条例の制定を急い
　　　　　 だ市議会もあるとのこと。当市議会でも早い段階で市民アンケートを実施する
　　　　　 べき。
（委　員）・　実施する市民アンケートは、基本条例ではなく議会に対するアンケートとい
　　　　　 うことか。
　　　　 ・　前回の委員会で提案したのは、議会に対してのアンケートのこと。現状の市
　　　　　 民の議会に対する関心について確認した方がよいと考える。
　　　　 ・　ある程度条例の骨子が固まった段階でパブリックコメントを実施してはどう
　　　　　 か。また、それとは別に各議員が市民へ議会活動などを報告し、議会に関する
　　　　　 関心を高めていく努力をするべき。議会報告会についても、９月の定例会閉会
後、すぐに開催するべき。
（結　論）・　委員は具体的に基本条例に規定したい項目について、会派の意見をまとめた
　　　　　 上で８月12日（月）までに事務局に提出のこと。
　　　　 ・　市民アンケート及びパブリックコメント実施の有無や実施時期について、次
　　　　　 回委員会までに考えてくること。
　　　　 ・　次回は８月20日（火）午前10時
